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綱島さんにインタビュー
Q＆A

松戸さんにインタビュー
Q＆A

加茂さんにインタビュー
Q＆A

　皆さんが普段から口にしている農産物がどのように育てられて
いるか知っていますか。市では、食を通じた健康づくりのために、市
内の農産物をテーマに食育の授業を行い、「やちよ食育マガジン」
を発行しています。小学校でこの食育の授業に注目し、私たちが選
んだ３つのテーマ「梨」「酪農」「ニンジン」の授業に参加しました。

　食育の授業は、17年度から実施している「エ
コニンジンウィーク」を発展させたもの。子ど
もたちが食べ物を大切にする心を身につけ、
健全な心身を育むことを目的にやちよ食育ネッ
トワーク協議会が行っています。
　同協議会は、市民、教員、市職員で組織
され、子どもの食を通じた健康づくりを推進す
るため、「学校での食育を推進するための学
習会」を開催し、広報紙「やちよ食育マガジン」

を発行しています。
　今年度は、「ニンジン」「ねぎ」「ほうれん草」
「梨」「酪農」の５つをテーマに、市内11校の
小学３年生を対象に実施しました。
　授業には、給食センターの栄養士も参加し、
農作物の栄養素やその作物を食べたときの効
果などを説明。また、生産者の顔が見える、
地元で穫れた安心安全な農産物を地元で消費
する地産地消の大切さを説明しました。
　授業は、教科書に載っていないことにも、穫
れた農作物、写真や道具を使って、理解しや
すいように工夫されていました。

　梨は１個あたり約250gで、ほとんどが食物
繊維でできています。シャリシャリした食感のあ
るリグニンが腸内環境を整えてくれます。梨の
糖分には、ソルビートという成分が含まれ、便
をやわらかくする効果があります。一日に果物
を200ｇくらい食べるとお通じに良いそうです。
　10月 24日、米本南小学校で「梨」をテー
マに授業が行われました。梨農家の「つなちゃ
ん先生」こと綱島さんが、クイズを交えながら
写真や道具を使って、梨ができるまでを説明し
ました。最初に、梨の花の４択パネルクイズ。
子どもたちからは「ネギ」「オクラ」「とうもろこ
しだ」など、さまざまな答えが出ました。収穫
に使うハサミやのこぎりを備えた腰ベルトを巻い
て見せると、子どもたちから大きな歓声が上が
りました。授業の最後に梨の木の枝が配られ、
「梨の血管はどこ」の質問に、触ったり、眺め
たりする子どもたち。班ごとにいろいろな回答
が出ました。初めて見るものや聞くことに関心
を持ち、素直に元気よく質問に答える子どもた
ちの姿が見られました。

　梨の収穫は年に一度です。梨園ではそれぞれ
地域の気候に合った品種を育てています。異な
る種類の木を受粉させて実をつけるため、さま
ざまな種類の木をバランス良く植えて工夫して
います。梨の木は、りんごの木と違い、木を金
属の棚が支えているので、台風などで被害を受
けることは少ないそうです。
　４月になると白い花が咲きます。花びらの中
心部から専用の受粉機を使って、花粉を採取し、
別の花に受粉させます。２週間ほどで約2,000
本の木に行う必要があり、花粉は雨などの液体
に弱いため、受粉は晴れた日にしかできないの
で大忙しです。５月に緑色の実がなり始め、６
月からは、複数の実の中から１つに絞る
「

てきか

摘果」を行います。７月には、実が黄土色になり、
日焼けや虫から実を守るため、薬まきと袋がけ
を行います。８月～10月頃に品種ごとに収穫が
始まります。収穫が終わり、３月までは、梨の
木よりも高く伸び過ぎた枝を切る「

せん

剪定」を行
います。

Q　梨の種類はどれくらいあるの？
　30品種程度で毎年違う品種を育てて
います。収穫できるまで、最短で４年くら
い、最長10年です。木の寿命は30年ほど
で、実ができなくなったり、病気にかかり
やすくなったりします。
Q　梨の味に違いがあるのはなぜ？
　肥料によって味に違いが出ます。最近
では、牛

ふん

糞のほか、魚の骨、貝殻、米の
もみがら

籾殻
などが使われるようになりました。
Q　梨の木は何本くらい育てているの？
　昔は800本程度、現在は2000本程度。
昔は１つの木からたくさん収穫していまし
たが、木の負担を減らすため、多くの木から
実を少しずつ収穫するようにしています。
Q　梨園を営んでいて楽しいことは？
　直売所でお客さんから生の声が聞ける
ことです。毎年、お客さんに会えるのを楽
しみにおいしい梨を作れるよう努力して
います。

　食育の授業は、どれも個性的で工夫
されていて、子どもたちと一緒に楽し
めました。野菜や果物、牛乳など、その
ひとつひとつにたくさん手がかけられ
ていること、それらの栄養から私たち
の健康が守られていることを学びまし
た。農業生産者の人たちも、授業で子
どもたちと触れ合えるのを楽しみにし
ているそうです。食育の授業は、明日
の元気を作る架け橋だと感じました。

関口記者

　幸せに暮らすために、命の尊さとそ
の命をいただき、健康に生きる大切
さを、子どもたちと考える機会が持て
ました。管理栄養士さんから栄養面も
学ぶことができてよかったです。
　健康は食にあり。身体は食べ物で
できていることを忘れてはいけませ
んね。毎食の食べ物の成り立ちと栄
養を考え、地元の農業を大事にした
いと思いました。

編 集 後 記

▲枝が伸び過ぎないように
ひも

紐で固定します

▲梨の枝の血管の場所を班で相談して発表しました
▲暖かくなってきたらビニールを外して害虫よけの消毒を
　していきます

梨ができるまで

市民・教員・市職員が連携して
子どもの食を通じた健康づくり

　ニンジンに豊富に含まれるビタミンAは、体の
中でカロテンという栄養素になり、目を良くする、
風邪を予防する、皮膚を丈夫にする効果があり
ます。カロテンは油と相性が良く、油で炒め物
にすると吸収しやすくなります。煮物や生野菜
などでも食べられるニンジンは､給食のメニュー
にもよく取り入れられています。
　11月７日、勝田台南小学校で「ニンジン」を
テーマに授業が行われました。「嫌いな人も少し
ずつ食べてほしい」と話すニンジン農家の松戸
さん。ニンジンができるまでについて、苦労話
を交えながら説明しました。教科書に載ってい
ない内容も多く、「形の悪いものはどうするの」
「良いニンジンを育てるのに気をつけることは」
など、積極的に質問する子どもたちの姿が多く
見られました。

　種まきは夏と冬の年２回。種は小さく軽いので、
風に飛ばされやすいです。最近は、石灰などで
丸く均等の大きさに加工した種を使って、機械
でまくことができます。寒い時期は、種を霜や雪
から守るため、均等に穴の開いたビニールを畑
に敷き、穴に４粒ほどまきます。発芽までの半月
は、土を乾燥させないように毎日水やり。病気、
葉を青虫などに食べられないよう注意します。あ
る程度大きくなったら、穴の中で一番育ちの良
い１本だけを残し、あとは全て抜いてしまいます。

Q　夏と冬でニンジンの味は違いますか？
　味は変わりません。昔と比べると、品種改
良され甘みが増しておいしくなりました。
Q　楽しいのはどんなときですか？
　一斉に芽が出たときと、良いニンジンが
たくさん穫れたときです。人力で水を運ぶな
どして土を乾燥させないようにしています。

▲太くて立派なニンジンが穫れました
　ニンジン栽培は、土作りが一番大切。耕運
機やトラクターで石や木を取り除き、土を十分
にやわらかくしておくことが、大きくて形のいい
ニンジンを育てる秘訣です。

ニンジンができるまで

　乳牛のほとんどは白黒模様のホルスタインと
いう種類で、他に比べ、多くの乳が搾れます。
一年中乳を出し続けるために、毎年出産を繰
り返します。
　牛１頭が一日に食べる餌は約30kg。主に牧草
と、おかずに、とうもろこし、麦を乾燥させたビー
ルかすなどを混ぜた配合飼料、コーンを砕いて
乾燥させたコーンサイレイジなどです。食べるの
が早いため、大きな４つの胃を使って消化します。
食べたものを口と胃袋の間で何度も循環させて
柔らかくしています。そのため、食事をしていな
い時も口を動かしていることがあります。
　11月14日、八千代台東小学校で「酪農」をテー
マに授業が行われました。「みんな牛乳好き？」
の加茂さんの質問に「牛乳大好き！給食にも
出たよ」とうれしそうに答える子どもたち。酪農
家の加茂さんが牛の特徴やどのように牛を育て
ているかについて説明しました。

さくにゅう

搾乳作業
　牛１頭から一日に約30ℓの乳が搾れます。給食
の牛乳なら１頭で150本分、牛６頭で小学校１校
分賄えます。搾乳はミルカーという機械を使って、
搾った乳を真空状態のクーラータンクに保存しま
す。菌が入らないように気をつけながら行います。
殺菌前の牛乳は格別だと聞きましたが、日本では
無殺菌での提供は禁止されています。
牛糞の処理
　牛の糞の量は１頭あたり一日約30kg。糞を、
教室よりも広い倉庫で乾燥させて肥料を作りま
す。作った肥料は、園芸用として売られたり、
餌用の農作物を育てるために使われたりします。
牧場では、牛糞から育った農作物で餌を作り、
餌を食べて牛が育つ循環を行っています。

Q　酪農家でよかったことは？
　動物と触れ合えるところです。がんばっ
て世話をした分、長生きし、多くの乳が搾
れるのでやりがいがあります。
Q　牛乳の生産は安定していますか？
　牛が健康であれば安定して生産できま
す。暑さに弱いのでエアコンを使い、猛暑
対策に気を配っています。酪農家として最
後は食肉として市場に送り出すことを目
標にしています。
Q　雄の子牛ばかり生まれたらどうしますか？
　牛舎にいる牛の生産寿命を見ながら数
を調整します。最近では、雌だけが生まれ
るようにする技術も開発されています。
生産効率の良い牛の遺伝子のみを残す
ように研究しています。

▲餌は牛の成長や状態で細かく分けられています

おいしい牛乳を作るために

　毎年生まれてくる仔牛は、雌は乳牛として、
雄は食用として育てられます。高齢の乳牛とし
て役目を終えた牛も食用になります。酪農家は、
牛たちを「みんなの命をつなげる仕事をがんばっ
て」という気持ちで市場に送り出します。ご飯
を食べるときは、「命をいただきます」という気
持ちを忘れずに残さず食べましょうと、子どもた
ちに語り掛けました。

牛から受け継いだ命を大切に

夏戸記者

日焼けや虫から
守るためにかぶせます

これでも半分くらいの
大きさです
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子どもの食をみんなで考えよう
農家から学ぶ食育ふれあい授業

「おいしい梨をみんなに届けたい」  梨農家　綱島祐介さん 「嫌いな人も少しずつ食べよう」  ニンジン農家　松戸隆さん

「酪農から学ぶ命の大切さ」  酪農家　加茂太郎さん

公募して選ばれた編集委員が
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